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ン
ダ
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令和７年8月15日 

(金曜日) 

裏面もご覧ください 

  勝原 絹枝 さん 作 

 

 

18
日
（
月
）
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

20
日
（
水
）
サ
ロ
ン
ば
ん
ざ
い
（
木
下
） 

 
 
 
 
 

ま
つ
り
み
な
み
民
踊
講
習
会 

22
日
（
金
）
全
市
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

19
時
30
分
～ 

 

23
日
（
土
）
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

 
 
 
 
 

お
糸
ま
つ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

25
日
（
月
）
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

 
 
 
 
 

稲
穂
サ
ロ
ン
（
新
一
） 

26
日
（
火
）
ワ
ッ
ク
ス
清
掃 

 

28
日
（
木
）
ニ
コ
ニ
コ
会
（
呼
野
） 

1
日
（
月
）
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

2
日
（
火
）
市
民
講
座
「
健
腸
長
寿
」 

3
日
（
水
）
文
化
祭
実
行
委
員
会
10
時
～ 

 
 
 
 
 

避
難
訓
練 

 
 
 
 
 

サ
ロ
ン
ば
ん
ざ
い
（
木
下
） 

5
日
（
金
）
ふ
れ
あ
い
昼
食
・
健
康
料
理 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

8
日
（
月
）
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

10
日
（
水
）
家
庭
教
育
講
座 

開
級
式 

12
日
（
金
）
生
活
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

14
時
30
分
～ 

8
月  

9

月
絵
手
紙
教
室 

東
谷
市
民
セ
ン
タ
ー
和
室 

9
月
19
日
【金
】
10
時
～
お
気
軽
に
ど
う
ぞ 

8
月
の
絵
手
紙 

 
 

 

 

本
年
６
月
25
日
よ
り
ソ
ラ

ラ
ン
ド
平
尾
台
並
び
に
平
尾

台
自
然
観
察
セ
ン
タ
ー
を
運

営
し
ま
す
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
平

尾
台
株
式
会
社
、
代
表
取
締

役
社
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
吉
本
圭
介
と
申
し
ま
す
。 

 
 

 

出
身
は
東
谷
地
区
か
ら
平

尾
台
を
挟
み
山
の
麓
に
あ
る

苅
田
町
法
正
寺
と
い
う
と
こ

ろ
で
幼
少
期
か
ら
平
尾
台
か

ら
流
れ
る
水
を
飲
ん
で
育
ち

ま
し
た
。(

実
家
は
未
だ
に
水

道
は
通
っ
て
な
く
井
戸
水
で

す
。
）
子
供
の
こ
ろ
は
よ
く

平
尾
台
に
登
っ
て
遊
び
、
祖

父
と
一
緒
に
木
の
枝
打
ち
を

し
た
り
と
身
近
で
故
郷
の
よ

う
な
場
所
で
す
。
私
自
身
、

そ
ん
な
故
郷
に
少
し
で
も
恩

返
し
が
で
き
る
よ
う
に
、
ま

た
東
谷
地
区
を
は
じ
め
と
す

る
近
隣
地
域
の
発
展
に
寄
与

出
来
る
よ
う
に
微
力
な
が
ら

全
力
で
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
。 

 

ソ
ラ
ラ
ン
ド
平
尾
台
で
は

今
後
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
充
実
さ

せ
皆
様
の
憩
い
の
場
所
と
し

て
、
本
年
５
月
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し

東谷地区社会福祉
協議会 会長 
中野 敬 

 

本
年
度
よ
り
東
谷
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
の
会
長
を
拝
命
し

ま
し
た
中
野
敬
で
す
。
前
会
長

の
延
吉
和
典
氏
は
12
年
間
の

永
き
に
わ
た
り
、
買
物
支
援
の

具
体
化
を
す
る
な
ど
東
谷
地
区

の
福
祉
活
動
に
尽
力
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
功
績
は
大
き
く

私
に
代
わ
り
が
務
ま
る
か
ど
う

か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
強
力
な

役
員
会
・
事
務
局
体
制
の
も
と

小
地
域
福
祉
活
動
が
計
画
通
り

具
体
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。 

 
さ
て
、
本
年
度
の
敬
老
会
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
敬

老
会
は
東
谷
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
が
主
催
し
て
、
毎
年
９
月

の
敬
老
の
日
の
直
前
の
土
曜
日

に
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
近
年
の
猛
暑
傾
向
に
よ

り
こ
の
時
期
は
ま
だ
ま
だ
猛
烈

な
暑
さ
に
見
舞
わ
れ
ま
す
。
ご

参
加
い
た
だ
く
高
齢
者
の
方
々

の
健
康
状
態
を
考
え
ま
す
と
、

た
平
尾
台
自
然
観
察
セ
ン

タ
ー
で
は
、
平
尾
台
の
成
り

立
ち
や
歴
史
を
楽
し
く
学
ん

で
い
た
だ
い
た
り
で
き
る
よ

う
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 
 

 

い
つ
も
皆
様
に
は
弊
社
の

運
営
に
ご
理
解
、
ご
協
力
い

た
だ
き
大
変
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。 

 

地
域
の
皆
様
と
共
に
、

様
々
な
活
動
に
も
一
緒
に
取

り
組
み
を
さ
せ
て
い
た
だ
け

ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。
社
員

一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
の
で
皆
様
、
引
き

続
き
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

ﾊｰﾄﾗﾝﾄﾞ平尾台㈱ 
代表取締役社長 

吉本 圭介 

も
う
少
し
涼
し
い
時
期
に
実
施

で
き
な
い
か
と
い
う
意
見
を
た

く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
東
谷
地
区
の
諸
行
事
と

の
兼
ね
合
い
を
考
慮
し
た
結

果
、
本
年
度
は
９
月
第
４
週
の

土
曜
日
、
９
月

日
に
行
う

こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

暑
さ
は
残
る
も
の
の
２
週
間
下

が
る
こ
と
で
少
し
は
涼
し
く
な

る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
民
生
児
童
委
員
と
福
祉

協
力
員
の
方
々
が
敬
老
会
へ
の

出
欠
確
認
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
同
窓
会
気
分
で
、
多

く
の
対
象
の
方
々
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

も
う
一
つ
、
本
年
度
よ
り
新

た
に
開
始
し
た
活
動
に
つ
い
て

９
月
27
日(

土)

10
時
～ 

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
そ
れ

は
東
谷
地
区
の
子
ど
も
た
ち
に

福
祉
の
心
を
育
む
「
東
谷
ウ
エ

ル
ク
ラ
ブ
」
活
動
で
す
。
第
１

期
目
に
あ
た
る
本
年
度
は
市
丸

小
・
新
道
寺
小
の
両
校
の
子
ど

も
た
ち
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

去
る
７
月

日
に
発
足
会
を

終
え
ま
し
た
。
様
々
な
活
動
経

験
を
通
し
て
、
東
谷
地
区
に
福

祉
の
心
が
根
付
い
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
て
の
活
動
で
す
。
地

域
の
皆
様
の
温
か
い
見
守
り
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

 

東
谷
地
区
は
住
民
の
高
齢
化

と
と
も
に
地
域
諸
団
体
の
組
織

も
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

老
々
福
祉
に
偏
ら
な
い
よ
う
、

若
い
世
代
の
方
々
の
担
い
手
と

し
て
の
更
な
る
組
織
参
画
を
願

う
ば
か
り
で
す
。  

福祉の心を育む 

７月２６日（土）、子どもたちに福祉の活動を体験をしてもらいたいと

東谷ウェルクラブが発足しました。初年度の今年は、市丸小学校と

新道寺小学校の児童、あわせて１０名でスタート。 

 

 施設のスタッフの方より、認知

症について、読み聞かせや劇を

交えて教えていただきました。

認知症の方へどういうふうに言

葉かけをしたらよいかクイズ形

式で答えたり、実際に言葉かけ

してみたり・・・また、脳トレにな

る手あそびやジャンケンゲーム

をして楽しみました。緊張して

いた子どもたちでしたが、最後

には笑顔があふれていました。 

厳しい暑さが続い

ています。皆さん

体調に気をつけて

過ごしましょう。 
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私が東谷で食育をさせて頂き、30年が過ぎ

ました。息子のアトピーがきっかけで、食の

勉強を始め、学んでいく中で、食べたもので

心や身体が育まれている事を知り、子ども達

が食を通して、いのちを育んでいく大切さを

感じてくれたらいいなあと思い、子ども達の

料理教室やお母さん達の食育の勉強会、保育

園や小学校で食育をさせて頂いています。 

 台所に立つ事が好き、楽しいと思う子ども

達がふえてくれると嬉しいです。 

 健康づくりの食育部では、高齢者の食育の陽なたカフェを

させて頂いています。毎回、きれいなお花や、絵本の読み聞

かせ、二胡やオカリナの演奏をして頂き、心豊かな時間を

作って頂いています。赤ちゃんから高齢者まで、繋がる食育

が根づいていく事を願っています。 

 ９月２０日に健康講話で「いのち育む食」という事でお話

させて頂きます。皆様の健康作りに少しでもお役に立てれば

嬉しいです。 

健康づくり部会 
食育部 
山下 由 

 

こ
の
た
び
、
市
丸
小
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
森

山
裕
也
と
申
し
ま
す
。 

 

私
は
平
尾
台
出
身
で
、
現
在

木
下
町
内
に
家
族
と
と
も
に
暮

ら
し
て
お
り
ま
す
。
未
熟
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
精
一
杯
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

現
在
、
市
丸
小
学
校
は
児
童

数
36
名
で
す
。
人
数
が
少
な

い

分
、
先

生

方

や

地

域

の

方
々
、
保
護
者
同
士
の
距
離
が

近
く
、
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の

び
と
安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境

が
整
っ
て
い
ま
す
。 

 

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
が
手
を
取
り
合
う
大
切
な

組
織
で
す
。
近
年
は
少
子
化
や

家
庭
環
境
の
変
化
な
ど
、
私
た

ち
を
取
り
巻
く
状
況
も
大
き
く

変
わ
っ
て
お
り
ま
す
が
、
だ
か

ら
こ
そ
地
域
の
つ
な
が
り
や
見

守
り
の
力
が
必
要
だ
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。 

 

 
東
谷
地
区
で
は
東
谷
地
区
体

育
祭
、
平
尾
台
観
光
ま
つ
り
、

東
谷
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
、

つ
な
が
り
を
深
め
る
行
事
も
多

く
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
が
地
域
の
一
員
と
し
て

参
加
で
き
る
こ
う
し
た
機
会
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。 

 

皆
様
の
お
カ
添
え
が
あ
っ
て

こ
そ
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
は
成
り
立

ち
ま
す
。
ど
う
か
今
後
と
も
、 

温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

市丸小学校 
PTA会長 
森山 裕也 

8/2 

「こんなことがあったよ」「これ載せて欲しいな～」など 
あれば、東谷市民センターへお持ち下さい。または下記の 
アドレスへメール下さい。 

木下町内地域サロン紹介 

月二回、自宅の仏間を開放してサロンを開催しています。 

椅子を集めて、絵画を集め、本も集めました。トランポリンも置いてあり

ます。野の花を飾って八十四才辰年生まれの私が、ドキドキしながらお待

ちしています。 

縁あって来る人は個性派で面白いです。バスガイド歴のある人が二人

いて、雄弁で物知りです。質問をメモしておいて、みなさんからのご意見を

聞き教えてもらいます。 

「子育ての時がよかったね」「道の駅で声かけてくれて嬉しかったよ」「大

清水神社に息子が手をひいて・・・」など、おしゃべりの時間をゆっくり楽し

んでいます。他には、びんぼうゆすり体操をしたり等々、春休みや夏休みに

は学童児が読み聞かせをしてくれたりもします。 

 第一水曜日と第三水曜日の１時から３時までは、メリハリある日になりま

す。先日は新道寺から三人の方の見学があって嬉しかったです。 

 元気な限り自分のために開催したいと思いますので、一度おいで下さい

ませんか？お待ちしています。 

お問合せ： 矢野 英枝  TEL 090-5740-5454 

7/27 東大野八幡神社 

夏越祭 

東谷一心会Ａチーム代表 

下條 光次 氏 

市民講座  健康講話（食育） 

    「健康は日々の暮らしから」 
日時： ９月２０日（土） 14：00～15：30 

場所： 東谷市民センター 講堂 

講師： 上級食育指導士    山下 由 氏 

  

  ７月２５日（金）、東谷市民センターで３回目の東谷歴史講座

を行いました。今回は、溝口 連氏のお糸地蔵縁起（大泉寺蔵

の写し）を読み合せとお糸伝説に関連する場所の紹介と説明

を行いました。東谷居住の方は呼野のお糸伝説のことをお聞

きになった方も多いと思います。今も８月２４日に近い土曜日

にお糸さんご両親の菩提寺の大泉寺で、お糸さんのご供養と

盆踊りが奉納されます。今年は８月２３日に開催されるとお聞

きしています。お糸伝説は、江戸時代中期に現在のお糸池（稗

粉の堤「日会合（ヘイゴ）の堤」を築堤したときに何度も堤が切

れて難渋したのを呼野の里のお糸さん（当時１４歳といわれ

た）が自ら人柱になることを名乗り出て、自らが犠牲となり工

事は無事完成し、その後堤が切れることなく現在に至ってい

ると、現代まで呼野の里に伝わる伝説です。 

東谷郷土資料館委員    西田 順一 

３２２号線バイパス沿いのお糸池と堤のお糸さんの墓石です。 

お糸さんを祀る地蔵堂と菩提寺の大泉寺さんです。 

※ 次回８月の東谷歴史講座はお休みです。 

7/24 谷っ子クラブで作った 

かかし達が田んぼで見守り 

ガシャモクの花 

ゴムボートに乗って、稀少水生植物 

「ガシャモク」の花が咲いてる様子を観察 

 ７月１３日（日）、大庭産

業アリーナ小倉南で開催され

た小倉南区ディスコン大会に

東谷地区より、２チームが参

加しました。熱戦の末、東谷

一心会Ａ（市丸校区）チーム

が、見事３位に輝きました。 

おめでとうございます。 

「東谷まちづくり」への掲載記事を募集します 

mailto:higashitani.cc@silk.ocn.ne.jp

